
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和２年４月１０日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第109号

令和２年２月分交付金概算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和2年2月分の交付金概算払単価
が公表されましたので、概算払いを行います。

肉専用種については、148,529.3円・交雑種については、20,121.8円・
乳用種については、35,319.2円の交付となります。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和2年2月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）」をご覧くだ
さい。

トピックス

•令和2年2月分の単
価（概算）が公表されま
した。

•2月分の交付金交付
は、4月27日（月）を予
定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



★畜産物の市況展望【牛肉】 

～新型コロナの影響深刻、和牛行き場失う～ 
 2020年 3 月の牛枝価格は、新型コロナウイルスによる影響が顕著となったことから和牛を中心に下げ進

んだ。2 月は高値在庫を抱えた問屋がどうにか相場を支えようとの思惑が働いたが、新型コロナの収束の

めどが立たない中、引き合いは極端に弱まり値崩れを起こした。業界関係者からはＧＷどころか夏頃まで

安値傾向で推移するとの観測まで出ている。 

 2月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 101 円安の 2,615 円（前年同月比 193 円安）、同 A4 も 163

円安の 2,133 円（同 370 円安）、同 A3 は 146 円安の 1,907 円（同 399 円安）、同 A2 は 146 円安の 1,619

円安（同 453 円安）と急落した。交雑牛も B4 が 68 円安の 1,662 円（同 89 円安）、B3 が 121 円安の 1,502

円（同 154 円安）、同 B2 は 149 円安の 1,344 円（同 236 円安）と下落したが、肉食需要に支えられ和牛に

比べると下げ幅は小さかった。 

 昨年末から末端需要は鈍化傾向にあり、牛枝価格は安値に振れていたが、新型コロナ問題でインバウン

ド需要を失った。期待されていたオリンピックも開催が危ぶまれ、先行き不透明感が強い。 

 輸出市場も非常に厳しい状況にあり、中国解禁の期待で在庫を積み増してきたタイミングで高級部位の

受け皿を失った。NY ダウの急落を受けて日経平均株価も 2 万円を割り込み、新型コロナが一過性の感染

症問題で収束するかによってリーマンショック並みの経済危機に陥りかねない。海外市場に軸足を移しつ

つあった和牛は手詰まり感が漂っている。 

 半面、外出を控えたことにより内食需要は比較的安定している。首相の一斉休校要請は買い占め騒動な

どの社会的混乱を引き起こしたが、トイレットペーパー類だけでなく肉類についても特需があった。卒業

シーズンに合わせて和牛の高級部位を拡販する量販店もあった。 

 新型コロナで外需が見込めないこと、国内外食不振などから和牛はジリ安傾向に歯止めはかからなそう

だ。和牛去 A5 で 1,800 円前後、A4 で 1,600 円前後。交雑種は去勢 B3 で 1,300 円前後。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌４月号 抜粋） 

 

★石川県に能登牛あり！ 

～畜産クラスター事業の活用で年間出荷頭数１，０００頭を達成～ 

【石川県農林水産部畜産振興課・防疫対策課 上田 泰明 氏】 
●能登牛の生産振興 

 石川県では、銘柄牛「能登牛」の増産及び消費拡大に努めている。能登牛とは生産者や食肉事業者など

県内の生産から流通、消費に至る関係者により設立された「能登牛銘柄推進協議会」（以下「銘柄協」）に認

定された基準を満たした牛肉である。加えて能登牛を地域ブランドとして定着を図るため、平成 19 年に

「地域団体商標」を取得し、県と生産者団体等が一丸となって振興を図った。 

※能登牛認定基準 

 ①黒毛和種（血統が明確なもの） ②石川県内が最終飼養地であり、かつ飼養期間が最長 

 ③格付等級は A3、B3 以上 

●能登牛増産のあゆみ 

 平成 22 年度、県は年間 500 頭程度の生産であった能登牛を 1,000 頭に倍増させ、全国の産地に引けを

取らないブランド牛として確立することを目的とした「能登牛 1,000 頭生産体制整備事業」を創設し、こ

れまで肥育牛および繁殖牛の増頭に対する支援を実施している。 

※増頭に対する補助単価：肥育牛 54,000 円／頭、繁殖雌牛 100,000 円／頭 

 さらに平成 26 年度には国が畜産クラスター事業を創設したことに伴い、石川県では平成 27 年 3 月に県

全域を対象とした「石川県畜産クラスター協議会」（以下「クラスター協議会」）を立ち上げて関係者の連

携を強化し、県全体で肉用牛生産基盤の強化、品質や生産効率の向上に努めている。 

●クラスター協議会の取り組み 

 石川県内の肉用牛農家は平成 31 年 2 月 1 日現在 80 戸あるが高齢化により年々減少しており、特に繁殖

農家で深刻な状況（肥育牛の素牛の安定確保ができない）にある。このためクラスター協議会では肥育農

家の増頭対策だけではなく、今後見込まれる「繁殖農家の高齢化による飼養頭数の減少」およびこれに伴

う「子牛価格の高騰」への対策に重点を置き、以下の取り組みを行っている。 

①担い手の確保、②繁殖基盤の強化、③肥育基盤の強化（詳しくは別紙参照） 

 平成 27 年以降の取り組みの結果、これまでに 6 経営、8 件の畜舎等を整備し、平成 30 年度に能登牛の

年間出荷頭数は 1,010 頭となり、当初の目標を達成した。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌４月号 抜粋） 

今回はブランド牛を題材にしたクラスター協議会を紹介しました。現在の状況等、別紙に載せ

ておりますので、ご参照ください。なお、新型コロナウイルスの記事もいれておきます。 














